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銚子市のメンバー
銚子市のメンバー

銚子市のメンバー
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疲労解消のためのヨガ教室を開催

お互いのほ場を訪問して情報交換

今
年
度
は
地
域
の
農
業
士
と
の
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
旭
市
で
ミ
ニ
ト
マ

ト
を
栽
培
さ
れ
て
い
る
農
業
士
の
経
営

を
視
察
し
、
そ
の
後
研
修
生
と
農
業
士

が
、
農
業
経
営
の
今
後
の
目
標
に
つ
い

地
域
を
支
え
る
若
手
農
業
者
の
育
成

～
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
～

2025年3月1日 かいそう普及だより 第92号 (4) 

指
導
農
業
士
・
農
業
士
紹
介

令
和
６
年
12
月
19
日
に
認
証
さ
れ

た
海
匝
地
域
の
指
導
農
業
士
２
名
、

農
業
士
12
名
を
御
紹
介
し
ま
す
。
指

導
農
業
士
に
は
担
い
手
育
成
、
農
業

士
に
は
地
域
農
業
を
け
ん
引
す
る
役

割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
藤

善
英
さ
ん

（
旭
市
）

施
設
野
菜

イ
チ
ゴ
の
専
作
経
営
で
、
市
場
出

荷
向
け
品
種
に
特
化
し
た
栽
培
を
行

っ
て
い
ま
す
。
出
荷
組
合
の
多
収
賞

を
複
数
回
受
賞
し
、
コ
ン
テ
ナ
出
荷

の
取
組
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
ま

す
。

椎
名

寛
さ
ん

（
匝
瑳
市
）

施
設
野
菜

大
玉
ト
マ
ト
の
専
作
経
営
で
、
収

量
は
地
域
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

す
。
土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
、
毎

年
、
ト
レ
ン
チ
ャ
ー
で
深
耕
を
か

け
、
根
張
り
を
向
上
さ
せ
て
い
ま

す
。

【
指
導
農
業
士
の
方 
】

【
農
業
士
の
方 

】
宮
内  

由
実
さ
ん

（
銚
子
市
）

露
地
野
菜

キ
ャ
ベ
ツ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
加

え
、
新
規
に
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
無
人
直
売
所
開

設
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
、
加
工
品
開

発
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

林  

宣
弥
さ
ん

（
銚
子
市
）

露
地
野
菜

ダ
イ
コ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ス
イ
カ

を
主
力
品
目
に
、
堆
肥
や
緑
肥
を
活

用
し
た
土
づ
く
り
に
力
を
入
れ
、
高

い
収
量
を
得
て
い
ま
す
。

石
橋  

政
和
さ
ん

（
旭
市
）

露
地
野
菜

長
ネ
ギ
で
大
規
模
・
周
年
栽
培
を

行
い
、
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取

得
し
、
労
働
環
境
の
改
善
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

廣
岡  

勇
人
さ
ん

（
旭
市
）

 

施
設
野
菜
・
水
稲

 

露
地
野
菜

石
毛  

諭
さ
ん

（
旭
市
）

 

施
設
野
菜
・
水
稲

古
橋  

篤
毅
さ
ん

（
旭
市
）

  

水
稲

接
ぎ
木
に
よ
る
自
家
育
苗
や
、
炭
酸

ガ
ス
発
生
装
置
を
活
用
し
た
栽
培
管
理

を
行
い
、
主
力
の
施
設
野
菜
で
は
袋
詰

め
出
荷
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
よ

り
販
路
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

主
力
の
キ
ュ
ウ
リ
は
摘
心
栽
培
で
３

作
型
を
導
入
し
、
ウ
イ
ル
ス
病
を
含
む

リ
ス
ク
分
散
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

接
ぎ
木
技
術
に
優
れ
、
自
家
育
苗
を

行
っ
て
い
ま
す
。

堆
肥
を
使
用
し
た
水
稲
栽
培
や
稲

わ
ら
の
収
集
を
行
い
、
耕
畜
連
携
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
水
位
セ
ン
サ

ー
に
よ
る
水
管
理
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
作
業
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

緑
肥
作
物
の
導
入
や
複
数
品
目
で

の
輪
作
に
よ
る
土
づ
く
り
を
行
い
、

ダ
イ
コ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ニ
ン
ジ
ン

で
は
積
極
的
な
機
械
導
入
に
よ
り
省

力
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

２
重
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
メ
ロ
ン
の
早

期
作
型
を
導
入
し
、
作
期
を
分
散
し
て

い
ま
す
。
食
味
に
こ
だ
わ
っ
た
栽
培
に

よ
り
、
個
人
注
文
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
獲

得
し
て
い
ま
す
。

石
毛

司
さ
ん

（
旭
市
）

  

露
地
野
菜農業士と経営目標について話し合う

農
業
事
務
所
で
は
、
新
規
就
農
し
た

青
年
農
業
者
等
の
営
農
技
術
・
知
識
の

向
上
、
地
域
へ
の
定
着
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
今
年
度
も
「
農
業

経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講
し
、

37
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は

３
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
て

行
っ
て
い
ま
す
。

１
年
目
の
「
基
本
研
修
」
で
は
、
海

匝
地
域
の
農
業
の
特
徴
や
、
農
薬
の
安

全
使
用
、
土
壌
や
肥
料
の
特
性
、
農
作

業
中
の
事
故
防
止
等
の
農
業
の
基
本
的

な
知
識
・
技
術
の
習
得
を
目
指
し
た
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修

生
が
互
い
に
ほ
場
や
作
業
場
等
を
訪
問

す
る
「
相
互
訪
問
」
を
行
い
、
栽
培
技

術
や
販
売
等
の
工
夫
に
つ
い
て
情
報
交

換
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
知
見
を
広
げ

る
と
と
も
に
、
互
い
の
関
係
性
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
年
目
の
「
専
門
研
修
」
で
は
、
病

害
虫
防
除
や
土
壌
改
良
、
経
営
分
析
の

手
法
等
、
よ
り
専
門
的
な
技
術
・
知
識

を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
、
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
」
と
し
て
、
研
修
生
自
身
が
営
農
上

で
解
決
し
た
い
こ
と
、
あ
る
い
は
新
た

に
始
め
た
い
こ
と
を
見
つ
け
、
そ
れ
を

課
題
と
し
て
設
定
し
、
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
し
た
。

３
年
目
の
「
総
合
研
修
」
で
は
、
経

営
分
析
に
つ
い
て
の
講
義
、
優
良
事
例

の
視
察
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
や
経
営
計
画

の
作
成
方
法
に
つ
い
て
研
修
会
を
行

い
、
経
営
管
理
能
力
の
向
上
を
目
指
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
通
常
の
研

修
会
後
に
「
自
主
勉
強
会
」
を
行
い
、

研
修
生
同
士
で
話
し
合
い
な
が
ら
経
営

分
析
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
や
経
営
計
画
の

作
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。３

学
年
合
同
で
も
研
修
会
を
開
催
し

て
意
見
交
換
を
行
い
、
互
い
に
関
係
性

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

市
場
流
通
に
関
す
る
研
修
と
し
て
大
田

市
場
を
視
察
し
、
市
場
や
青
果
卸
売
会

社
の
役
割
、
野
菜
等
の
価
格
決
定
の
仕

組
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。新

規
就
農
さ
れ
た
方
は
、
農
業
経
営

体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
農
業

に
関
す
る
知
識
の
習
得
や
、
地
域
の
仲

間
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。
次

年
度
の
研
修
生
募
集
は
、
令
和
７
年
４

月
～
５
月
に
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
是
非
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

石
橋  

明
昌
さ
ん

（
旭
市
）

露
地
野
菜

長
ネ
ギ
で
大
規
模
・
周
年
栽
培
を

行
い
、
新
規
栽
培
者
へ
栽
培
指
導

や
、
販
路
の
紹
介
を
行
い
、
後
進
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

掛
巣

壮
さ
ん

（
旭
市
）

 

露
地
野
菜
・
水
稲

 

果
樹

コ
カ
ブ
、
水
稲
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
複
合
経
営
で
高
収
量
と
低
コ
ス
ト

化
、
年
間
の
労
働
時
間
の
平
準
化
を

図
り
、
経
営
安
定
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

佐
久
間 

喜
広
さ
ん

（
旭
市
）

露
地
野
菜
・
施
設

野
菜
・
水
稲

メ
ロ
ン
、
リ
ー
フ
レ
タ
ス
、
キ
ャ
ベ

ツ
を
栽
培
し
、
年
間
を
通
じ
て
切
れ
間

の
な
い
出
荷
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
メ
ロ
ン
の
立
体
栽
培
に
も
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

宮
内  

康
行
さ
ん

（
旭
市
）

露
地
野
菜
・
施
設

野
菜

石
毛  

淳
さ
ん

（
旭
市
）

露
地
野
菜
・
施
設

野
菜

メ
ロ
ン
で
は
立
体
栽
培
を
積
極
的
に

導
入
し
、
キ
ャ
ベ
ツ
で
は
鉄
コ
ン
テ
ナ

出
荷
に
よ
る
省
力
化
を
行
っ
て
い
ま

す
。
販
売
面
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｒ
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。



2025年3月1日 かいそう普及だより    第92号 (2) 第92号 (3) かいそう普及だより 2025年3月1日

キ
ュ
ウ
リ
緑
斑
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
病
は
十
数
年

前
か
ら
管
内
で
発
生
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
病
で
す
。

本
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、
生
長
点
～
下
葉
ま

で
の
モ
ザ
イ
ク
症
状
や
生
育
不
良
、
果
実
に
も
激
し

い
モ
ザ
イ
ク
や
奇
形
が
発
生
し
、
商
品
価
値
を
低
下

さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
生
長
点
付
近
か
ら
の
萎
れ
を
伴

う
ケ
ー
ス
も
多
い
で
す
。

管
内
に
お
い
て
あ
る
程
度
の
地
域
的
偏
り
は
あ
り

ま
す
が
、
産
地
全
体
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

主
な
伝
染
源
は
土
壌
伝
染
及
び
汁
液
伝
染
で
す
。

感
染
拡
大
、
次
作
へ
の
持
ち
越
し
を
防
ぐ
た
め
に
は

残
さ
の
腐
熟
促
進
及
び
汁
液
伝
染
防
止
の
徹
底
が
重

要
な
対
策
と
な
り
ま
す
。
早
期
発
見
・
対
策
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

現
在
、
農
協
、
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
各

メ
ー
カ
ー
等
と
連
携
し
、
次
の
試
験
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

⑴
ア
ザ
ミ
ウ
マ
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
媒
介
の
有
無

⑵
キ
ュ
ウ
リ
残
さ
分
解
促
進
の
試
験

⑶
蒸
気
土
壌
消
毒
試
験

キ
ャ
ベ
ツ
に
お
け
る
コ
ナ
ガ

の
野
外
で
の
薬
剤
感
受
性
の

検
討
に
つ
い
て

か
ね
て
よ
り
、
キ
ャ
ベ
ツ
で
は
チ
ョ

ウ
目
害
虫
防
除
は
重
要
課
題
で
す
。
そ

の
中
で
「
コ
ナ
ガ
」
は
薬
剤
抵
抗
性
の

発
達
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
産
地
か
ら

は
効
果
的
な
殺
虫
剤
の
利
用
方
法
の
提

示
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年

度
に
実
施
し
た
当
事
務
所
に
よ
る
試
験

に
お
い
て
は
、
ジ
ア
ミ
ド
系
剤
で
の
薬

剤
感
受
性
の
低
下
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
後
の
薬
剤
感
受
性
の
変
化
や
、
後

発
の
薬
剤
に
対
す
る
感
受
性
を
確
認
し
、

こ
れ
を
も
と
に
薬
剤
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

の
例
を
作
成
し
て
配
布
し
ま
し
た
。

試
験
は
東
総
野
菜
研
究
室
ほ
場
に
て
、

キ
ャ
ベ
ツ
「
初
恋
」
を
対
象
に
、
５
月

24
日
～
６
月
７
日
に
行
い
、
13
薬
剤
を

供
試
し
ま
し
た
。
十
分
に
コ
ナ
ガ
の
発

生
密
度
が
高
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら

の
薬
剤
を
散
布
し
、
コ
ナ
ガ
の
個
体
を

経
時
的
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
市

販
さ
れ
て
い
る
ジ
ア
ミ
ド
系
剤
は
、
後

発
の
薬
剤
も
含
め
、
お
お
む
ね
薬
剤
感

受
性
の
低
下
が
起
き
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
ジ
ア
ミ
ド
系
剤
を
コ
ナ
ガ
の
防
除

を
目
的
と
し
て
使
用
す
る
の
は
難
し
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
の
推
進
に
つ
い
て

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
春
ど
り
の
作

型
で
は
、
被
害
の
中
心
と
な
る
コ
ナ

ガ
に
対
し
て
効
果
の
高
か
っ
た
薬
剤

を
中
心
に
、
作
用
機
構
の
異
な
る
複

数
種
類
の
薬
剤
を
組
み
合
わ
せ
る
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
し
ま
し
た
。

秋
ど
り
・
冬
ど
り
の
作
型
に
お
い

て
は
、
コ
ナ
ガ
以
外
の
チ
ョ
ウ
目
害

虫
の
被
害
が
大
き
い
た
め
、
そ
れ
ら

に
卓
効
を
示
す
ジ
ア
ミ
ド
系
剤
を
使

用
し
、
コ
ナ
ガ
が
多
発
す
る
可
能
性

が
あ
る
晩
秋
に
は
薬
剤
を
切
り
替
え

る
薬
剤
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
し

ま
し
た
。

図 薬剤ローテーションの一例

近
年
、
地
球
環
境
の
保
全
の
必
要

性
が
強
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
食
料
の
安
定
供
給
・
農
林

水
産
業
の
生
産
力
向
上
と
持
続
性
の

両
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
林

水
産
業
に
お
い
て
、
そ
の
活
動
に
起

因
す
る
環
境
負
荷
の
軽
減
を
図
る
こ

と
は
、
次
世
代
に
向
け
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
か
つ
緊
急

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
み
ど
り
戦
略
】

農
林
水
産
省
は
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
（
以
下
み
ど
り
戦

略
）
」
を
２
０
２
１
年
に
策
定
し
ま

し
た
。

２
０
５
０
年
ま
で
に
、
①
農
林
水

産
業
の
Ｃ
Ｏ
2
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

化
の
実
現
②
化
学
農
薬
使
用
量
の

50

％
低
減
③
化
学
肥
料
使
用
量
の

30
％
低
減
④
耕
地
面
積
に
占
め
る
有

機
農
業
の
取
組
面
積
の
割
合
を
25
％

(

１
０
０
万

 
)

に
拡
大
等
の
数
値
目

標
を
掲
げ
て
、
農
林
水
産
業
の
生
産

力
向
上
と
持
続
性
の
両
立
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
】

２
０
２
２
年
に
み
ど
り
戦
略
の
実

現
の
た
め
に
、
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ュ
ウ
リ
緑
斑
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
病

に
つ
い
て

銚
子
農
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
！

～
「
あ
ぐ
り
女
子
い
ろ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

銚
子
」
が
発
足
～

銚
子
市
の
20
代
か
ら
50
代
の
女
性
農
業
者
23
名
が

「
あ
ぐ
り
女
子
い
ろ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
銚
子
」
を
発
足
し
ま

し
た
。
銚
子
市
の
農
業
女
子
が
繋
が
り
、
学
び
、
行

動
し
て
自
分
自
身
の
ス
キ
ル
の
向
上
と
銚
子
農
業
の

未
来
を
切
り
拓
き
、
農
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
女
子
力
で
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り

組
み
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ(

こ

こ)

銚
子
か
ら
彩
り
あ

る
農
業
を
実
践
し
ま

す
」
。
今
後
は
、
生

産
管
理
技
術
な
ど
の

農
業
に
関
す
る
研
修

会
や
先
進
地
視
察
研

修
会
な
ど
を
と
お
し

匝
瑳
市
と
多
古
町
に
ま
た
が
る
借
当
川
沿
岸
で

は
、
基
盤
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
水
田
で
作
付
け
す
る

高
収
益
作
物
と
し
て
裏
作
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
試
作

を
実
施
し
ま
し
た
。

高
畝
に
仕
立
て
、
明
き
ょ
を
設
置
す
る
等
、
排

水
対
策
を
と
っ
た
上
で
、
９
月
19
日
に
定
植
し
ま

し
た
。
途
中
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
に
よ
る
食
害
な
ど

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
生
育
は
順
調
に
進
み
、

年
末
ご
ろ
か
ら
徐
々
に
収
穫
期
を
迎
え
、
地
域
の

生
産
者
が
力
を
合
わ
せ
て
収
穫
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

今
年
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
他
に
も
、
高
収
益
作

物
の
候
補
と
し
て
夏
ど
り
ネ
ギ
の
試
作
を
行
っ
た

ほ
か
、
来
年
度
は
エ
ダ
マ
メ
の
試
作
も
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

水
田
の
効
率
的
な
活
用
に
よ
る
地
域
農
業
の
発

展
が
、
今
後
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
匝
瑳
グ
ル
ー
プ
）

環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動
や
こ
れ

を
支
え
る
事
業
者
の
取
組
を
、
県
や

国
が
認
定
し
、
認
定
を
受
け
た
生
産

者
や
事
業
者
に
対
し
支
援
措
置
を
講

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
千
葉
県
環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動

の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画(

以

下
基
本
計
画)

】

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
千
葉
県
及
び

県
内
53
市
町
村
で
は
「
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

２
０
３
０
年
ま
で
に
、
①
化
学
農

薬
使
用
量
10
％
低
減
②
化
学
肥
料
使

用
量
20
％
低
減
③
有
機
農
業
の
取
組

面
積 

１
，
２
０
０

④
農
林
水
産
業

に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
量
７
．
４
％
等
の
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
目
標
達
成
に
つ
な
が
る

環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
た
め

に
行
う
事
業
活
動
を
促
進
す
る
た

め
、
農
林
漁
業
者
が
作
成
す
る
「
実

施
計
画
」
等
を
県
が
認
定
し
、
そ
の

活
動
を
税
制(

所
得
税
・
法
人
税
の
優

遇
措
置
等)

や
金
融
面(

無
利
子
の
貸
付

け
等)

に
お
い
て
支
援
す
る
認
定
制
度

(

み
ど
り
認
定)

を
創
設
し
ま
し
た
。
令

和
６
年
12
月
末
日
現
在
で
、
県
内
で

69
名
の
方
が
計
画
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

  

問
い
合
わ
せ
先

海
匝
農
業
事
務
所

  

企
画
振
興
課

０
４
７
９
（
６
２
）
０
１
５
６

て
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
地
域
密
着
型
の
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
、
地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。

会
長
も
い
な
け
れ
ば
、
会
費
も
な
い
、
会
員
の
自

主
的
な
企
画
・
開
催
も
可
能
な
、
緩
や
か
な
農
業
女

子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
ぜ
ひ
、
会
員
登
録
し
て
一

緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

   (

銚
子
グ
ル
ー
プ
）

  

問
い
合
わ
せ
先

海
匝
農
業
事
務
所
改
良
普
及
課

                

０
４
７
９
（
６
２
）
０
３
３
４

ほ場の様子

ha

ha

11月18日設立総会でメンバー集合！

水
田
裏
作
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽
培

上図：
生長点
付近

左図：
果実の
症状

（
旭
グ
ル
ー
プ
） 
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